
商品に関するデータを一括管理

AmazonベンダーセントラルとAPI連携！アマゾンへの商品登録をAPIで簡単らくらくに

取引先ごとに異なるフォーマットデータを簡単生成

1

作業時間を短縮し効率化

画像名称変更を自由に自動リネーム
JANコードや品番など何でもOK

登録にかかるストレスを軽減

1更にオプションで



※スクショ画像貼り付け

2

商品の名称・サイズ・特徴などの基本的なテキストデータに加え、JPEG、PNG、GIF、PDF、エクセル、CSV、ワード、パワーポイント、AI、PSDなど必要となる様々なファイルを一括管理

個人でのデータ管理をSTOP！



２回目以降はボタン一つで簡単にデータをインポート！
取引先の登録データをインポートし項目調整するだけで、テンプレートを簡単に生成

3

取引先への提案/登録をスピードアップ！
※スクショ画像貼り付け



面倒な画像の名称変更を、好きな項目ごとに自動でリネームJANコードや品番など何でもOK！

JANコード、インストアコード、品番、バリエーションなど希望項目へ名称変更
4販売先ルールに合わせた画像名称にリネームOK

※スクショ画像貼り付け



６※スクショ画像貼り付け

チーム管理1

2 使用容量・サイズが一目で分かる

５

ADC内で社内部署、外注先（カメラマン・デザイナーetc）などでチーム分けし、ストレージサイト等の経由なしで、データやメッセージのやり取りが可能。また、社内用データ・外部用データを別で管理することもできます。

チームやファイルごとのデータ容量はもちろん、各画像のサイズまで確認出来るので、登録作業がしやすくなります

便利な機能 Function



今までは画像などのデータを取り出すときは、親フォルダ→子フォルダ→孫フォルダと辿らないといけませんでした。しかしADCは各商品レコードに画像等のデータが紐づけられるため簡単に取り出すことができます。※スクショ画像貼り付け

商品タグを活用することで、どの取引先へ提案済みか、社内秘データかどうかなどが検出しやすくなります
「子ども用」「男女兼用」などのキーワードをタグ付けすることで属性ごとに商品を検出できます※スクショ画像貼り付け

フォルダごとに分類されたデータを可視化3

4 商品タグ

6

便利な機能 Function



※スクショ

サイズやカラー違いのシリーズ商品において共通するイメージ画像などのデータは1か所で管理。重複データによる容量圧迫を防ぎます。

商品データに含まれる各画像やファイルごとにタグ付けが出来ます。「採用」「不採用」「イメージ画像」などを付与することで、タグでの絞り込みや検出がしやすくなります

７

ファイルタグ（画像タグ付）

容量削減

５

６

7

便利な機能 Function



作業コストを削減して成果を上げよう！

各担当者で商品データがバラバラだから、取りまとめる事が難しかった
商品を提案・登録するのに手間や時間がかかってしまうため、

８

なかなか手がつけられなかった
取引先毎で異なる登録シートに苦戦し困っていた


